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／福島空港公園運営検討委員会事務局

第3回 福島空港公園運営検討委員会 開催
●第3回福島空港公園運営検討委員会●第3回福島空港公園運営検討委員会

昨年１１月に福島空港公園運営検討委員会を設置し、「福島空港公園の目指すべき方向性」、

「福島空港公園の目指すべき公園像」と２回に渡り検討してきましが、平成２７年３月今回の本

年度、最後の検討委員会では、ニーズ調査の分析を踏まえ、改めて「福島空港公園の公園像」

について、意見交換を行いました。

※お花見広場（地球科学エリア）について

エアフロントエリアにもお花見できる広場

があるため、利用状況を踏まえ一部は

エアフロントエリアと考えられる。

子供と一緒に遊びたいというニーズが多い。



空港公園で

のイベントはのイベントは

約３割が

開催したい

と回答。

協働と参画に

よる公園運営

については

約７割がよい

空港公園で

活動できな

い理由は

約７割がよい

考えだと回答。

約６割が

遠いと回答。

自己責任利自己責任利

用エリアで

の利用促進

については

約５割が

思うと回答。

○意見の総括

①福島空港公園は飛行機と自然環境を体験できる公園で、いろいろな方々の支えがあって
県民がたのしめる公園。
②地元産業、住んでいる方、NPOなどが活動しながら輝ける公園。
③マイパーク、マイ空港、地元が元気になれば、空港も元気になる。③マイパーク、マイ空港、地元が元気になれば、空港も元気になる。
④課題は、公園名を分かりやすくする、そして情報発信をどのようにしていくのか。など

●事務局だより

『福島空港公園づくり』は、福島空港公園を地域活動やＮＰＯ活動など多様なニーズの

活動の場として活用するための仕組みづくり、魅力ある公園としてどう活用していくか、活動の場として活用するための仕組みづくり、魅力ある公園としてどう活用していくか、

などについて取り組んでいくものですが、本年度は、ニーズ調査や委員の皆様のそれぞ

れの立場からの意見を伺い、福島空港公園への思いとあわせ、「公園づくり」への期待
が感じられました。

さて来年度は、さまざまな「試行」を通して、仕組みづくり本格化します。

委員の皆様、大変ですが引き続きよろしくお願いします。


